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第１章 稲城市介護支援ボランティア制度の概要等（平成２９年度） 

 

１ 介護支援ボランティア制度の具体的内容 

 

 稲城市の介護支援ボランティア制度は、介護保険法(平成９年法律第 123号)

第 115条の 45第１項に規定する介護予防事業として、高齢者が介護支援ボラ

ンティア活動を通して地域貢献することを奨励及び支援し、高齢者自身の社会

参加活動を通した介護予防を推進するために実施する事業である。 

 具体的には、高齢者が行った介護支援ボランティア活動の実績を評価したう

えで評価ポイントを付与し、その高齢者の申出により、当該評価ポイントを換

金した介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金を交付するものである。 

 この介護支援ボランティアの対象となる高齢者は、稲城市における介護保険

第１号被保険者とし、介護支援ボランティアの対象となる事業及び活動は市長

が指定するものとしている。また、介護支援ボランティアは、市長の指定を受

けた介護支援ボランティア受入機関等で介護支援ボランティア活動を行う。 

 

 

２ 基本方針 

 

 稲城市の介護支援ボランティア制度では、次の基本方針を定めている。 

 

基本方針 

 

・介護支援ボランティア制度は、高齢者がボランティア精神を尊重し、地域におい

て高齢者自らの介護予防を推進するように配慮した運営がなされなければならな

い。 

 

・介護支援ボランティア制度の実施に当たっては、個人情報保護に留意しなければ

ならない。 

 

・介護支援ボランティア制度の運営に当たっては、次の効果を上げることができる

よう配慮しなければならない。 

 (1) 地域ケアの推進に不可欠な住民参加に関する認識が高まること。 

 (2) 社会参加活動等に参加する元気な高齢者が増加すること。 

 (3) 要介護高齢者等に対する介護支援ボランティア活動に関心が高まること。 

 (4) 介護給付費等の抑制につながること。 
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（参考） 

 稲城市介護支援ボランティア制度の概要（平成２９年度）  

１ 概要 

 高齢者の介護支援ボランティア活動実績を評価したうえで評価ポイントを付与し、当該高齢者の申出に

より、当該評価ポイントを換金した「介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金」を交付する制度（一

定の社会参加活動をした者に対し、活動実績に応じて、実質的に保険料負担を軽減するもの。） 

 

２ 目的 

 高齢者が介護支援ボランティア活動を通じて地域貢献することを積極的に奨励・支援し、高齢者自身の

社会参加活動を通じた介護予防を推進するため、市民の共同連帯の理念に基づき稲城市介護支援ボランテ

ィア制度を設け、もっていきいきとした地域社会となることを目的とする。 

 

３ 内容 

(1) 制度根拠 

・介護保険法（平成９年法律第 123号）第 115条の 45第１項 

・地域支援事業実施要綱（平成 18年６月９日老発第 0609001号）別記１⑵イ（ウ） 

・稲城市介護保険条例（平成 12年条例第８号）第 15条の６ 

・稲城市介護支援ボランティア制度実施要綱（平成 19年７月９日市長決裁） 

(2) 
介護支援 

ボランティア 
稲城市の介護保険第１号被保険者であり、管理機関へ登録を行った者 

(3) 
介護支援 

ボランティア活動 

市長が指定する介護支援ボランティア事業及び活動 

 

① 介護保険対象施設 ① レクリエーション等の指導、参加支援

② 市が委託する地域支 ② お茶だしや食堂内の配膳、下膳等の補助

援事業（介護予防事業） ③ 喫茶等の運営補助

③ ふれあいセンター ④ 散歩、外出、館内移動の補助

④ 高齢者会食会 ⑤ 模擬店、会場設営、利用者の移動補助、芸能披露等の

⑤ その他 行事の手伝い

⑥ 話し相手

⑦ 施設職員と共に行う軽微かつ補助的な活動

（例－草刈、洗濯物の整理、シーツ交換等）

⑧ その他

（例－高齢者世帯のゴミ出し等）

　事　業 活　動

 

(4) 活動実績の把握 介護支援ボランティアが持参する介護支援ボランティア手帳に活動確認スタンプを押印。 

(5) 
評価ポイント 

の付与 

介護支援ボランティア手帳に押印されたスタンプの数に応じて最大 5,000 ポイントの評価ポイン

トを付与。 

(6) 
評価ポイント 

転換交付金 

介護支援ボランティア手帳を添えて、評価ポイント活用を申し出る。 

交付額は、年度内で最大 5,000円。 

(7) その他 介護保険料の未納又は滞納がある場合、評価ポイント転換交付金は交付しない。 

 

４ 管理機関  稲城市社会福祉協議会（評価ポイントの管理、付与等） 

５ 施行日   平成１９年９月１日 
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３ 管理機関 

  

 稲城市の介護支援ボランティア制度では、介護支援ボランティアの登録、介

護支援ボランティア手帳の交付、介護支援ボランティア評価ポイントの付与及

び管理並びに介護支援ボランティア評価ポイント基金管理の業務は、介護支援

ボランティア管理機関が行う。この管理機関は、稲城市社会福祉協議会とし、

稲城市からの委託を受けて管理機関としての業務を行う。 

 

 

４ 介護支援ボランティア受入機関等 

 

 稲城市介護支援ボランティア制度では、介護支援ボランティアの活動先は市

長が指定を行う。この活動先を「介護支援ボランティア受入機関等」と称し、

介護支援ボランティアの対象となる事業及び活動についての指定を受ける。 

 

 介護支援ボランティアの対象となる事業及び活動の指定要件 

１ 稲城市内の施設又は場所における活動であること。 

２ 介護保険事業に関する活動であること。 

３ ホームヘルプサービスで行うべき業務の代替でないこと。 

４ 事業所等が本来行うべき業務の代替でないこと。 

５ 活動の結果、一定の介護予防の効果が見込まれること。 

 受入機関等がこの指定を受けようとするときは、市長へ申請しなければなら

ない。市長は、この申請に基づき指定し、又は却下したときは、申請者に通知

する。 

 また、市長は、既に指定を受けていた介護支援ボランティアの対象となる事

業及び活動について、その指定を取り消したときは指定を受けていた者に通知

する。 

 受入機関等は、介護支援ボランティアが活動を行った場合は、当該活動時間

等に応じ、回数を単位として評価する。受入機関等は、介護支援ボランティア

活動を１時間につき１回として評価する。ただし、介護支援ボランティア活動

を１日において２時間以上行った場合又は２か所以上で行った場合については

当該活動を２回までとして評価する。この評価の方法は、介護支援ボランティ

ア手帳に活動確認スタンプを押印することによって行う。ただし、社会福祉協

議会のごみ出しなどのちょっとしたボランティアの場合は、継続的な活動につ

いて週１回以上の活動を（回数に関わらず）１回として評価するものとする。 
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５ 介護支援ボランティア活動実績の把握 

 

 介護支援ボランティア活動を行おうとする者は、介護支援ボランティア登録

申請書を管理機関に提出し、管理機関は、介護支援ボランティアに対し、介護

支援ボランティア手帳を交付する。 

 管理機関は、前年度の活動実績について、介護支援ボランティア手帳に押印

されたスタンプの数に応じて評価ポイントを付与することができる。評価ポイ

ントの付与を行ったときは、介護支援ボランティア手帳に介護支援ボランティ

ア活動評価ポイント付与認証印を押印する。 

 介護支援ボランティア手帳は、「健康に心配なし手帳」と称し、オリジナル

のマークを入れた。また、Ｊリーグサッカーチーム「東京ヴェルディ」が介護

支援ボランティア制度を応援していることから、ロゴが記載されている。 

 介護支援ボランティア手帳には、介護支援ボランティアの利便を図るため、

登録事項、制度解説、Ｑ＆Ａ、ボランティア活動の心得、ボランティア活動保

険について、稲城市介護支援ボランティア制度実施要綱、スタンプ押印欄ペー

ジ、評価ポイント記録簿、介護支援ボランティア活動評価ポイント活用申出

書、介護支援ボランティア登録申請書、介護支援ボランティア活動先一覧が収

録されている。 

 

 

６ 評価ポイント 

 

 評価ポイントの付与基準は次のとおりとする。 

活動実績 付与する評価ポイント 

10回から 19回まで 1,000ポイント 

20回から 29回まで 2,000ポイント 

30回から 39回まで 3,000ポイント 

40回から 49回まで 4,000ポイント 

50回以上 5,000ポイント 

 

 活動実績及び評価ポイントは、第三者へ譲渡することはできない。管理機関

は、介護支援ボランティアに付与した評価ポイント数、活用ポイント数及び差

し引き残高ポイント数について、当該付与の日から介護支援ボランティア制度

の廃止の日後２年を経過する日まで、継続的に管理するものとする。 

 



5 

 

 

 

７ 評価ポイント転換交付金 

 

 評価ポイントを活用して評価ポイント転換交付金の交付を受けようとする介

護支援ボランティアは、介護支援ボランティア手帳を添えて市長に申出るもの

とする。ただし、介護支援ボランティアの介護保険料にかかる未納又は滞納が

ある場合は、当該評価ポイント転換交付金は交付しない。 

 市長は、この申出があった場合、介護保険料に係る未納又は滞納が無いとき

は、介護支援ボランティア手帳を添付のうえ、管理機関へ伝達するものとす

る。 

 管理機関は、この伝達に基づき、その評価ポイント活用の申出者の蓄積した

評価ポイントを換金し、年度ごとに 5,000 円を限度として、評価ポイント活用

の申出者に対して介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金を交付する。 

 介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金の算定基準は、次のとおりと

する。 

評価ポイント 
介護支援ボランティア 

評価ポイント転換交付金 

1,000ポイント 1,000 円 

2,000ポイント 2,000 円 

3,000ポイント 3,000 円 

4,000ポイント 4,000 円 

5,000ポイント 5,000 円 

 

 

８ 市民への制度周知方法 

 市民が６５歳になった際及び６５歳以上の者が市へ転入した際に、介護保険

料納入通知書と共に介護支援ボランティア周知チラシを同封している。 

稲城市広報いなぎ（平成２９年度１１月１日）により市民への周知を行っ

た。 
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広報いなぎ平成２９年１１月１日号 

 

 

いなぎ社協だよりふれあい通信（平成２９年１１月号）により市民への周知を行

った。 
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９ ２９年度実施に際してのスケジュール 

 

 ２９年度実施に際してのスケジュールは、概ね以下のとおりである。 

      

平成２９年４月 ・管理機関委託契約（稲城市・管理機関（社会福祉協議

会）） 

        ・評価ポイント付与開始 

     ７月 ・評価ポイント転換交付金申請受付開始 

     ８月 ・転換交付金交付開始 

        ・介護支援ボランティア受入機関等意見交換会実施 

    １１月 ・東京ヴェルディ試合観戦特別プラン無料招待 

        ・介護支援ボランティア１０周年記念式典 

平成３０年３月 ・地域支援事業交付金精算 

[稲城市・管理機関（社会福祉協議会）] 

 

 

 

１０ ２８年度決算額、平成２９年度決算額及び平成３０年度予算額 

 

平成２８年度決算額  １，９０２，２９０円（管理機関への委託）    

委 託 料 の 積 算 内 訳 金 額 

需用費（消耗品費） 

  事務用消耗品（用紙、インク、ファイル等） 
１７８，０００円 

役務費 

  振込手数料 

  郵送料 

１３９，９６８円 

３１，４８７円 

使用料及び賃借料 

 パソコンリース料 
４３，６８０円 

負担金補助及び交付金 

  転換交付金 

１，２６９，０００

円 

事務管理料 １８０，０００円 

消費税・印紙税 ６０，１５５円 

 

 

 



8 

 

 

 

 

 

平成２９年度決算額  ２，０２０，９７６円（管理機関への委託）    

委 託 料 の 積 算 内 訳 金 額 

需用費（消耗品費） 

  事務用消耗品（用紙、インク、ファイル等） 
１３５，４００円 

役務費 

  振込手数料 

  郵送料 

１５５，１９６円 

３７，８４５円 

使用料及び賃借料 

 パソコンリース料 
４３，６８０円 

負担金補助及び交付金 

  転換交付金 

１，４０１，０００

円 

事務管理料 １８１，０００円 

消費税・印紙税 ６６，８５５円 

 

 

平成３０年度予算額  ２，２４３，０００円（管理機関への委託）    

委 託 料 の 積 算 内 訳 金 額 

需用費（消耗品費） 

  事務用消耗品（用紙、インク、ファイル等） 
１８５，０００円 

役務費 

  振込手数料 

  郵送料 

１６０，０００円 

４８，０００円 

使用料及び賃借料 

 パソコンリース料 
４４，０００円 

負担金補助及び交付金 

  転換交付金 

１，５３７，０００

円 

事務管理料 １９８，０００円 

消費税・印紙税 ７１，０００円 
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第２章 稲城市介護支援ボランティア実施状況（平成２９年度） 

 

１ 介護支援ボランティア登録者数の状況 

 

 介護支援ボランティア登録者数は７９７人（うち昨年度末登録者は７４６人、

今年度新規登録者は５１人、平成３０年３月３１日現在で転出や死亡等による

資格喪失者は８３人）であった。登録者の年齢構成は、次表のとおりである。 

            （平成 30年 3月 31日現在：資格喪失者 83人を除く） 

年齢区分（才） 
男性 女性 全体 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 

  ６５－６９ 9人 12.0% 66人 88.0% 75人 10.5% 

  ７０－７４ 28人 15.2% 156人 84.8% 184人 25.8% 

  ７５－７９ 45人 18.1% 203人 81.9% 248人 34.7% 

  ８０－８４ 25人 18.8% 108人 81.2% 133人 18.6% 

  ８５－   19人 25.7% 55人 74.3% 74人 10.4% 

合 計 126人 17.6% 588人 82.4% 714人 100.0% 

 

 

 

２ 介護支援ボランティアの評価ポイント付与状況及び交付金申請者 

 

 平成２９年度登録者７９７人のうち交付金申請者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,000 ポイント 24人 24,000 ポイント 

2,000 ポイント 47人 94,000 ポイント 

3,000 ポイント 44人 132,000 ポイント 

4,000 ポイント 34人 136,000 ポイント 

5,000 ポイント 203人 1,15,000 ポイント 

合 計 352人 1,401,000 ポイント 
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３ 介護支援ボランティア受入機関等数の状況 

 

 介護支援ボランティア受入指定を受けた団体は２５団体であった。 

 内訳は、社会福祉法人が６団体、株式会社が１１団体、ＮＰＯ法人が４団体、

医療法人が１団体、公共団体が１団体、その他の団体が２団体であった。 

 指定を受けた活動内容は、「（１）レクリエーション等の指導、参加支援」が２

４団体、「（２）お茶だし、食堂内の配膳、下膳等の補助」が１５団体、「（３）喫

茶等の運営補助」が１２団体、「（４）散歩、外出、館内移動の補助」が１６団体、

「（５）模擬店、会場設営、利用者の移動補助、芸能披露等の行事の手伝い」が

２０団体、「（６）話し相手」が２１団体、「（７）施設職員と共に行う軽微かつ補

助的な活動」が１７団体、「（８）その他（高齢者世帯のゴミ出し等）」が１団体

であった。 
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介護支援ボランティアの受け入れ団体の指定申請の受付状況 

指定団体名など（全 25団体） 
活動内容（※） 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) 

稲城市（介護予防推進事業）     対象    

稲城市社会福祉協議会（ふれあいセンター事

業） 
対象    対象 対象 対象 対象 

ペアウェル多摩川 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

ＮＰＯ法人 支え合う会みのり 

（高齢者会食会など） 
対象 対象  対象 対象 対象 対象  

ベストライフたま 対象  対象 対象 対象 対象 対象  

平尾会（ひらお苑） 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

博愛会（ハーモニー松葉） 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

いなぎ苑 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

いなぎ正吉苑 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

NPO法人 NPOふれあい広場ポーポーの木 対象  対象  対象    

デンマークイン若葉台 対象 対象  対象 対象 対象 対象  

ニチイホーム稲城 対象     対象 対象  

稲城市赤十字奉仕団 対象    対象    

ＮＰＯ法人 はじめのいっぽ 対象 対象  対象 対象 対象   

アクアメイト稲城通所介護事業所 対象 対象  対象 対象 対象 対象  

そんぽの家稲城矢野口 対象 対象 対象 対象  対象   

ＮＰＯ法人 稲城・なごみの家 対象 対象  対象 対象 対象 対象  

稲城市柔道接骨師会デイサービス 対象     対象 対象  

平尾ベルの会 対象  対象  対象    

やのくち正吉苑 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

ペアウェル矢野口 対象 対象   対象 対象 対象  

そんぽの家 S 稲城長沼 対象  対象 対象  対象   

そんぽの家 S稲城 対象  対象 対象  対象 対象  

小規模多機能型居宅介護みんなの家・稲城長沼 

グループホームみんなの家・稲城長沼 
対象 対象  対象 対象 対象 対象  

稲城ケアセンターそよ風 対象 対象   対象 対象   

活動内容（※）(1) レクリエーション等の指導、参加支援 

(2) お茶だしや食堂内の配膳、下膳等の補助 

(3)  喫茶等の運営補助 

(4)  散歩、外出、館内移動の補助 

(5) 模擬店、会場設営、利用者の移動補助、芸能披露等の行事の手伝い 

(6) 話し相手 

(7) 施設職員と共に行う軽微かつ補助的な活動 

                （例 草刈、洗濯物の整理、シーツ交換等） 

(8) その他（例 高齢者世帯のゴミ出し等） 
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第３章 稲城市介護支援ボランティア実施状況アンケート調査 

 

１ 調査目的 

介護支援ボランティア登録者について、平成２９年度の活動状況並びに制度

への感想・要望を明らかにし、今後の制度運営への資料とする。 

 

２ 調査方法等 

1．調査対象 介護支援ボランティア活動者  

2．調査方法 活動時に各会場で用紙を配布し、任意で回答を依頼 

3．調査時期 平成３０年３月下旬から平成３０年５月末 

4．回収結果 有効回収数 ８２枚 

 

３ 調査結果 

 

1．活動期間及び頻度について・・・３年以上の活動者が７割以上となって 

いる。活動頻度に関しては、１月あたり５回未満が７割以上となっており、

週１回もしくは２週間に１回程度の活動が中心となっている。 

2. 介護支援ボランティアを知った方法について・・・５割以上が友人・知人か

らの口コミにより制度を知っている。 

3．介護支援ボランティア制度について・・・８割以上が良い制度であると 

評価している。また、見直しが必要と考える登録者は１割以下である。 

4．健康観の変化・・・６割以上の登録者が、「張り合いが出てきた」、「健康 

になった」という良い健康観の変化を感じている。また、変わらないと回答

した登録者は２割程度いる。 

5．制度についての自由記載・・・肯定的な意見として、「ボランティアが生きが

いになっている」、「自分の好きなことをして喜んでもらえるのは嬉しい」な

ど。制度改善などについては、「ボランティア同士の交流会があるとよい」「広

報活動をもう少ししてほしい」など。 

 

※アンケートの自由記載欄に関する回答は一部修正、省略して掲載しています。 
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【 平 成 ２ ９ 年 度 活 動 分 】  

介 護 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア 制 度 ア ン ケ ー ト  

 

                             ８２枚回収 

 

１．介護支援ボランティアとしての活動期間および活動頻度をお教えください。 

活動期間  

１年未満 0人 0.0％ １～２年 11 人 13.4％ 

２～３年 6人 7.3％ ３年以上 60 人 73.2％ 

無回答 5人 6.1％ 合計 82 人 100.0％ 

 

活動頻度（１月あたり） 

5回未満 64人 78.0％ 5回以上 10 人 12.2％ 

無回答 8人 9.8％ 合計 82 人 100.0％ 

 

 

２．最初に介護支援ボランティアを知った方法は何ですか。（いくつでも回答可） 

① 広報・市ホームページ 16 人 16.7％ 

② 市のチラシ 13 人 13.5％ 

③ 友人・知人からの口コミ 50 人 52.1％ 

④ テレビ・新聞・雑誌 1 人 1.0％ 

⑤ その他              14 人 14.6％ 

⑥ 無回答 2 人 2.1％ 

合計 94 人 100.0％ 

  ⑤その他（概要記載） 

   ・社会福祉協議会からの紹介 

   ・サークルや団体の活動を通じて 

   ・ふれあいセンターからの紹介 

   ・施設からの紹介 

   ・近隣公園でボランティアの場に出会った。 
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３．介護支援ボランティア制度について、どのように思いますか。（ひとつのみ回答） 

① 良い制度だと思う 68 人 82.9％ 

② 普通の制度だと思う 6 人 7.3％ 

③ 見直しが必要だと思う 2 人 2.4％ 

④ その他 1 人 1.2％ 

⑤ 無回答 5 人 6.1％ 

合計 82 人 100.0％ 

  ④ その他（概要記載） 

・友人がボラティアに行く途中でケガをした時、助成金がでて助かったと聞いた 

                         

 

４．（介護支援ボランティアを行われている方のみ）介護支援ボランティアの活動を始

める前と現在では、健康面や精神面に変化はありましたか。（いくつでも回答可） 

① 張り合いが出てきた 42 人 42.4％ 

② 健康になった 18 人 18.2％ 

③ 変わらない 21 人 21.2％ 

④ 体調をくずした 1 人 1.0％ 

⑤ その他 10 人 10.1％ 

⑥ 無回答 7 人 7.1％ 

合計 99 人 100.0％ 

  ⑤その他（概要記載） 

・友達ができて楽しい 

   ・家族も健康じゃないとボランティアできない 

・体調がよくなったが高齢となり限界を感じるようになった。 

・エネルギーをもらっている 

・昔からやっているのであまり変わりません 

・日常の中の一部になっている 
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５．ボランティア制度についてご感想・ご意見などありましたら自由にご記入ください。

（概要記載） 

 

特技を活かせる場所があることが良いと思います。 

元気なときはとても良い制度だと思う。 

市の体制は分かりますが、現在活動されている老齢の方の中に若い方がまじっており、

その活躍は並大抵ではありません。若い方にも何らかの制度の中にプラスアルファで何

か考えてあげることはできないのでしょうか。 

年を重ねる毎にボランティアが生きがいになってきました。 

人生の先輩方のお話にふれることができてありがたく思っています。 

健康である限り続けたい。 

介護支援ボランティア同士の交流会があると良い。 

健康で時間に余裕のある方がさらに参加されることを期待します。 

細々とですが続けていけるとベストかと思います。 

ボランティアの日のために健康に気をつけるようになりました。 

「人づて」から活動に至ったがもう少し広報活動をするともっと増えると思います。 

自分の好きなことを通して、利用者の方に喜んで頂き共に喜びとなることを嬉しく思っ

ています。 

介護支援ボランティアを知らない方がまだまだいらっしゃるのでもう少し広報の折にで

も宣伝をしてほしいと思います。 

良い制度だと思う。健康に気をつけて長く続けたいと思っています。 
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第４章 稲城市介護支援ボランティア受入機関等意見交換会 

 

１ 意見交換会の開催目的 

稲城市介護支援ボランティア受入機関等との情報交換を通して制度をより

良いものにしていくこと、また受入機関等で制度運営上困っている点や疑問点

などを解消することを目的として開催した。 

 

２ 意見交換会に向けたアンケート調査 

 

意見交換会開催にあたって、受入機関等の現状や議題の選定等を目的として

アンケート調査を事前に実施した。 

 

1. 調査対象 介護支援ボランティア受入機関等 25団体 

2. 調査方法 ＦＡＸによる回収 

3. 調査時期 平成 29年８月 

4. 回収結果 有効回収数 24団体  

5. アンケート調査結果 

 

 介護支援ボランティアについて 

 問１ 現在、介護支援ボランティアを実際に受け入れていますか。 

答１ 

①  受け入れている １９機関 79.2％ 

②  受け入れていない ５機関 20.8％ 

無回答 ０機関 00.0％ 

合計 ２４機関 100.0％ 

 

問２ 介護支援ボランティアは、週にどの程度活動していますか。 

答２  

①  ほぼ毎日（週５日程度） ５機関 20.8％ 

②  ３～４日程度 ３機関 12.4％ 

③  週１～２日程度 ４機関 16.7％ 

④  不定期 ４機関 16.7％ 

⑤  その他 ４機関 16.7％ 

無回答 ４機関 16.7％ 

合計 ２６機関 100.0％ 

○不定期については、月１～３回受け入れているという回答が多くを占めた。
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問３ 各曜日およそ何人ぐらいの介護支援ボランティアの方が活動されて 

  いますか。 

答３ 

社会福祉法人① 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 2人 4人 16人 9人 4人 2人 1人 

午後 10人 6人 9人 5人 8人 8人 1人 

 

社会福祉法人② 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 1人 0 人 1人 0人 1人 0人 0人 

午後 0人 2 人 0人 1～2人 0人 0人 0人 

 

 

社会福祉法人④ 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 1人 0人 1人 2人 1人 0人 0人  

午後 1人 1人 1人 2人 1人 0人 0人  

 

 

民間事業者② 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 0人 1人 0人 0人 1人 0人 0人  

午後 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人  

 

民間事業者③ 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 1人 0人 0人 1人 1人 0人  0人 

午後 1人  0人 0人   1人 1人 1人  0人  

 

民間事業者⑥ 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日  

午前 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人   

午後 0人 0人 0人  0人 0人  2人 0人   
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民間事業者⑦ 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人  

午後 0人 0人 0人  2人 0人  0人 0人  

   

その他の団体①  

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 19人 8人 18人 22人 25人 0人   0人 

午後 19人 7人 18人 21人 25人  0人  0人 

 

その他の団体②  

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 0人 0人 0人 0人 1人 0人 0人 

午後 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

 

その他の団体③  

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 1人 0人 2人 1人 1人 0人 0人  

午後 1人 0人 1人 0人 0人 1人 0人  

 

その他の団体④ 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人  

午後 0人 0人 0人 10人 0人 0人 0人  

 

その他の団体⑤ 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

午後 2人 0人 2人 0人 0人 0人 2人 

 

その他の団体⑥ 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 8人 3人 0人 4人 0人 8人 0人 

午後 8人 5人 0人 6人 0人 8人 0人 
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その他の団体⑦ 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 0人 0人 0人 2～3人 0人 0人 0人  

午後 0人 7～8人 4～5人 7～8人 0人 7～8人 0人  

 

問４  ボランティア受入機関等としてこの制度についてご意見、ご感想、困ったこと、

運営上の疑問などご記入ください。 

答４ 

 市や社協などで２回位ボランティアに向け研修をして欲しい 

 夏休みなどでお孫さんが学校が休みになると、お孫さんの世話をするので

お休みになるので残念です。ボランティアの方々がやりがいを感じているの

でうれしく思います。 

 開設当時（平成 18年）はボランティアとして参加してくださっていらした方が、

介護予防対象者になりつつありますお手伝い系のボランティア、いつもお世

話になっております。もう何年も来ていただいており、お客様とも関係良好で

ありがたく思っております。 

 現在の方は理解いただいている為問題はないが、介護を知らずに来ている

状態の時にそれを教えることが難しかった。 

 ボランティアさんのリストが欲しい。 

 お近くの方がボランティアに来ていただくとご利用者様と顔見知りの方など

がいらっしゃり、ご利用者様より「断ってほしい」と言われたことがある。 

 もっと今後色々な場面で活用させていただけたらと思っております。 

 

 

 

ボランティアについて 

 

問５ 貴機関・施設ではボランティア受け入れの担当者はいらっしゃいますか。 

答５ ①いる  ②いない 

① いる ２１機関 87.5％ 

② いない ２機関 8.3％ 

無回答 １機関 4.2％ 

合計 ２４機関 100.0％ 
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問６ 貴機関・施設ではボランティアを最大で何人くらいまで受け入れるこ 

   とが出来ますか。また現在のボランティア受け入れ数は何人くらいで 

すか。 

答６ 

受入機関等 最大受け入れ可能数 現在の受け入れ数 

社会福祉法人① なし 160人 

社会福祉法人② 10人  5～6人 

社会福祉法人③ 30人 100人 

社会福祉法人④  10人 

社会福祉法人⑤ 15人 7人 

民間事業者①  8～10人 

民間事業者② 10人 7人 

民間事業者③ 3人/日 8人 

民間事業者④   

民間事業者⑤ 2人 0人 

民間事業者⑥ 10人 15人 

民間事業者⑦ 5～6人 1～5人 

民間事業者⑧ 1人 0人 

民間事業者⑨ 10人 6人 

民間事業者⑩ 5人 0人 

民間事業者⑪ グループであれば 10名程度 1～3人/回 

民間事業者⑫ 4～5人  

民間事業者⑬ 10人 6人 

その他の団体①  50人 

その他の団体② 3人 1人 

その他の団体③ 15人  7人 

その他の団体④ 2～3人 10人 

その他の団体⑤ 3人 2人 

その他の団体⑥ 33人 33人 

その他の団体⑦ 30人 15人 

その他の団体⑧ 5人 3人 
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 問７ ボランティアの受け入れ状況はいかがですか。 

答７  

① もっと受け入れたい １２機関 50.0％ 

② これ以上は受け入れられない ０機関 0％ 

③ ちょうどいい ８機関 33.3％ 

その他 ４機関 16.7％ 

無回答 ０機関 0％ 

合計 ２４機関 100％ 

 

問８ ボランティアの活動に関して特記することがありましたらご記入ください。 

答８ 

 若い人がやめてしまったので、現在１名来ていただいていますが、もう１～２名来て下

さっても良いかと考えています 

 １ヶ月の活動日に参加する人を中心にお願いしています。毎月第一土曜日の運営委

員会のときに決めています。 

 リスナーさんに来ていただいています。おかげ様で生活に楽しみが増えているご様子

ですので引き続き宜しくお願いします。 

 十分なスペースが確保できないため、不便をおかけすることもあると思います。 

 グループでの活動、発表でも趣味活動としての講師でもおまちしています。 

 将棋、麻雀など参加できる方がいらっしゃると嬉しいのですが。 

 ボランティアには長時間来て頂いており、大変ありがたいです。こらからも随時お願い

したいと思います。 
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３ 介護支援ボランティア受入機関等意見交換会次第 

 

介護支援ボランティア受入機関意見交換会 次第 

日 時：平成 29年 8月 16日(水) 14時 30分～16時 

場 所：市役所 601・602会議室  

 

開 会 

 

議 題 

１ 介護支援ボランティア制度について 

  （1）市役所高齢福祉課 

    ①制度の趣旨 

  （2）社会福祉協議会 

    ①登録など事務の流れ 

    ②個人情報保護などのボランティアの心得と制度説明会の実施 

 

２ 受入機関等におけるボランティア活動状況について 

  （1）自己紹介 

  （2）現在の受入状況などの紹介 

 

３ 介護支援ボランティア制度 10周年記念式典について 

  （1）式典の開催について 

  （2）ボランティア活動者の表彰 

  （3）受入機関等への感謝状贈呈 

  （4）受入機関等による活動報告 

  （5）記念品贈呈 

  （6）周知方法 

 

４ 受入機関等への依頼について 

（1）放映用活動写真の収集 

（2）懸垂幕フレーズ投票 

 

５ その他意見交換 
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４ 介護支援ボランティア受入機関等意見交換会議事録 

 

【開催日時】平成 29年 8月 16日（水）14時 30分～16時 

【開催場所】市役所 601・602会議室  

【参加団体】受入機関等 12団体 17人、市役所事務局 4人、社協１人 

 

※意見交換会の発言順・会話の流れなどは考慮せず、受入機関等毎に今回の意見交換会で出

た意見をまとめることで議事録とする。 

 

【議題２】ボランティアの受入状況 

〇本来の活動は配食サービス、会食会、ミニデイサービス、委託事業などがあり、

介護支援ボランティア制度の対象が会食会とミニデイサービスの活動です。スタン

プを集めることが生きがいで楽しみにしている方もいますし、スタンプはいらない

が活動で自分は元気になるという方もいて様々です。私たちの会の全国的な集まり

に行くと、稲城市の介護支援ボランティア制度についてよく声を掛けられます。ボ

ランティアの年齢は上がりますが、新しいボランティアはあまり増えず、ボランテ

ィアの高齢化が進んでいます。その中の一部が介護支援ボランティア制度にあたる

活動をしています。 

〇私たちの事業所は施設が多く、20～30団体が活動されていて、納涼祭など不定期

なものもいれると 3,000名ほど活動されています。日常的な活動者は 170名程度で、

変動がありません。年齢層の話がありましたが、やはり若い方が増えず、活動者の

年齢も徐々に上がっています。ホームヘルパーも 70歳で引退されると困る、まだ働

いて欲しいと言いたい状況であるため、働く世代が高齢化していることに伴い、ボ

ランティア活動者もさらに高齢化しているのだと思います。社会福祉協議会からの

紹介や、口コミや飛び込みでの活動者で今は人数が確保できていますが、今後は施

設側からアピールしてボランティアを集めなければならないように感じています。

またボランティア活動者に対して口頭での説明だけでは足りないと考え、ボランテ

ィアのしおりを作りました。 

〇ボランティアは主にデイサービスで受け入れています。固定の曜日でボランティ

アを受け入れており、活動日以外は職員がその活動を行いますが、その際にはボラ

ンティアのありがたさを職員一同感じます。デイサービスでは、絵手紙・ピアノ・

書道などをボランティア主導で活動されるため、利用者も飽きずに楽しく活動して

います。ケアハウスでは麻雀と傾聴の活動をされています。麻雀のボランティアは

日曜日に活動されていて、ご自分の趣味を入居者と一緒に楽しまれています。まだ

まだボランティアは足りないため、今後も受け入れていきたいと考えています。ボ

ランティアの高齢化の話がありましたが、当法人もボランティア活動者が高齢にな

り、認知面の低下がみられるようになりました。今は当デイサービスをご利用され

ており、以前はボランティアとして活動していたため初めは自分を利用者として認

識することが難しかったですが、最近は楽しく過ごされるようになりました。この

ように今後につなげられる活動を一緒に行いたいと考えています。 

〇当法人は毎週日曜日から土曜日に活動者のペースでボランティアを受け入れてい

ます。今年度は社会福祉協議会から紹介されたグループや近所の方が活動されてい

て、新規のボランティアも増えています。またニーズの合う方がいれば紹介していただ

きたいです。よろしくお願いします。 
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〇１年で１１ヶ月間、月３回活動しています。50名程度おり、その中でも裁縫奉仕

活動をしている約 10 名程度が介護支援ボランティアとして活動しています。10 年

前に始めた時は５名程度が手帳を持っていましたが、10 年経った今では 10 人全員

が手帳を持っています。年齢が上がっているため、私たちとしても新しい方を入れ

たいですが、固定されてしまっています。 

〇アクティビティとして、麻雀の相手やコーラスの伴奏などを行ってもらっていま

す。ボランティアが来ることを楽しみにしていて、一緒に活動する利用者が多いで

す。食事の時間に活動される方もいますし、普段の活動に加えて稲城のお祭りとき

などは、お手伝いや着付け、盆踊りのような活動もされています。ボランティアと

利用者が良い関係を築けていると思います。 

〇介護支援ボランティアの活動は皆さんに本当に喜ばれています。私たちの団体も

制度と同じだけ年数を経ましたので、若いボランティアが必要になってきています。 

○私たちは難しいことではなく、主婦ができる手助けで活動しています。高齢になるにつ

れ病気になり、活動できなくなる人も増えています。１週間に２時間程度の活動でいいの

ですが、若い人を呼び込めず、世代交代が出来ないので困っています。 

○ボランティアを受け入れているというよりも、共存している状況です。社会福祉協議会の

ボランティアセンターの紹介よりも、地域包括支援センターが関係を持った方がボランティ

アとして活動する場合が多いです。地域の方が協力して共存しているという印象で、職員

ができないような太極拳や書道などの目が活動をされていて、年齢は感じさせないです

が、徐々に送迎が必要な人数が増えてきて、活動者の高齢化を感じます。 

○ 現在はボランティアを受け入れていませんが、勉強のために参加しました。今後利用

者のニーズに合わせて必要なボランティアを受け入れ、ボランティアも利用者も皆いきい

きと生活していけるようになれば一番いいと思います。 

○5 月に開設し、ようやく落ち着いてきた状況でこれからたくさんのボランティアを受け入

れたいと思います。現状は利用者の家族、知人が音楽・絵手紙の活動をされています。

多く話に出たように、ボランティアの高齢化、世代交代が問題となっていますが、想いの継

承、託していくとい点が大事であると考えます。ボランティアに入り込みながら、受入機関

としても活動し、両方の面で力になっていければと思います。 

○5 月にオープンしました。利用者のためにアクティビティを月曜から金曜まで 1 時間行っ

ています。今は職員が行っていて、試行錯誤している状況ですが、どうしてもワンパターン

になってしまいます。また人手の部分で限界があります。地域貢献という点でも、稲城市

では介護支援ボランティア制度が活発だと聞き、私たちもボランティアを受け入れ、地域

の方や利用者と協力して、一緒に楽しめる活動を提供していきたいと思っています。 
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【議題 5】意見交換 

介護支援ボランティア制度へのご意見・ご質問 

 

○ボランティアの活用方法を分かってないため、ボランティアのモチベーションが上が

り、利用者のためにもなるアイディアなど成功事例を聞きたい。 

ボランティアを始めたい方は、人と関わることが好きな方と、人と係るよりは何か

を黙々とやりたい方で二分される場合が多いです。黙々とやりたい方は洗濯や下膳

で活動されています。人と関わることが好きな方には、グループと個人ではどちら

で活動したいかを聞き取ります。その方の希望にあわせて、活動を提案しています。

数年活動されて慣れてくると、デイサービス利用者が到着する前にはスタンバイし

ていて上着を預かりハンガーへかける活動をされる方もいます。職員は利用者だけ

に気を配れるため、とても助かります。ボランティアは最初のうちは何もしない時

間が居たたまれないようで、その時間をうまく過ごせるようになるのが大事だと思

います。 

社会福祉協議会でボランティア講座を開いても参加者は多くはなく、また参加者の

住む地域にも偏りがあり、ボランティアが増えて欲しいと希望している受入機関に

紹介できないこともある。受入機関を会場として開き、人を呼び集めることも考え

られると思う。 

講師がアシスタントを必要としているときに、別の受入機関に頼んだらアシスタン

トのボランティアを集めてくれて助かった。受入機関同士の横の繋がりもあります。 

ボランティアが馴染んでいて、利用者との区別がつかないくらいにリラックスして

活動されています。、ボランティアがやることを探していて、何もない時間の過ごし

方が難しかったと思います。私たちの施設では、レクリエーションをお願いしてい

るため、何も無い時間がなく活動者も活動しやすいのではないかと思います。 

依然あったケースですが、傾聴のボランティアとして活動したいと希望されていた

方が実際に活動しようとすると緊張してうまくできなかったことがありました。施

設の方に１度ボランティアということを忘れて、介護予防体操を利用者と一緒に行

ってみてはどうですかと提案され、積み重ねるうちにボランティアの活動ができる

ようになりました。最初に上手くいかなくても、慣れていくうちに希望の活動が出

来るようになることもあると思います。 

施設にボランティアをコーディネートする職員がいるところは定着するので、きっ

とうまく対応しているのだと思う。 

 

○アンケートでは活動者に対してボランティアとしての意識を伝えることが難しいとい

う意見がありましたが、何か工夫はありますか。 

私達が一番大事にしていることは、何かしてあげるということではなくて寄り添う

ことです。活動の中で怒られたり気分を悪くされたりして大変なこともありますが、

何かがあった時でも寄り添うことを私達は大事にしています。 

私たちは施設と違い、ボランティアだけの活動です。食事会を月２回程度行います

が、朝９時からボランティアが作ってくださいます。手拭やしゃもじの煮沸など、

気を使って様々な活動をされています。ボランティアの人達は本当に一生懸命働い

て、最後まで疲れるくらい活動されています。介護支援ボランティアは自分のため、

人のためというキャッチフレーズですが、私たちの活動はまさにそのとおりだと思

います。ボランティアも参加者も協力して、皆元気で長く生きられるように、人の

お世話にならないようにをモットーにとても楽しんでいます。 
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第５章 介護予防効果の検証 

 

１ 稲城市介護支援ボランティア制度の保険料抑制効果からみる介護予防効果 

 

 稲城市介護支援ボランティア制度の介護予防効果（新規認定率）を保険料抑制

という観点から捉えるとどの程度の効果をもたらすのか、試算を行った。 

 この試算は、平成２８年度に稲城市介護支援ボランティア制度が導入されて

いたことによる保険料抑制効果を、平成２９年度に確定した平成２８年度の各

実績を用いて計算したものである。 

 介護支援ボランティア制度の費用効果（６，９５４，３２７円）から、介護支

援ボランティア制度に要した費用（１，９０２，２９０円）を控除することによ

り、稲城市介護支援ボランティア制度を実施したことによる費用利得は年額５，

０５２，０３７円となる。これを介護保険料に当てはめると、一人一月あたり５．

０円の介護保険料抑制効果があると試算される。 
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平成 28 年度における稲城市介護支援ボランティア制度導入効果の粗い試算（保険料抑制効果）

活動者

記号 数値 計算式

Ｐ 18,452人

介護支援ボランティア活動を行った Ｐ(V) 352人

介護支援ボランティア活動を行っていない Ｐ(V') 18,100人 Ｐ－Ｐ(V)

Ｑ 482人

介護支援ボランティア（活動者） Ｑ(V) 4人

介護支援ボランティアでない Ｑ(V') 478人 Ｑ－Ｑ(V)

Ｒ 2.61% Ｑ÷Ｐ *1

介護支援ボランティア（活動者） Ｒ(V) 1.14% Ｑ(V)÷Ｐ(V) *1

介護支援ボランティアでない Ｒ(V') 2.64% Ｑ(V')÷Ｐ(V') *1

以上から

費用利得を計算すると

Ｍ 115,905円

Ｈ 1,902,290円

保険料負担割合（65歳以上） Ｗ 22%

よって得られる保険料抑制効果は

*1 小数点第三位を四捨五入 *2 小数点以下四捨五入

*3 小数点第二位を四捨五入

5,052,037円 Ｘ－Ｈ

保険料抑制効果（月額換算） Ｚ 5.0円 Ｙ×Ｗ÷Ｐ÷12ヶ月 *3

Ｘ 6,954,327円 Ｓ×Ｍ×12ヶ月

介護支援ボランティア制度による費用利得 Ｙ

当該年度の要介護者一人当たりの月額介護費用

介護支援ボランティア制度に要した費用

介護支援ボランティア制度の費用効果（年
間）

Ｑ' 487人 Ｐ×Ｒ(V') *2

新規認定者の抑制人数 Ｓ 5人 Ｑ'－Ｑ

新規認定者出現率

介護支援ボランティア制度がなかった
場合の新規認定者数

新規認定者数

区分

高齢者（65歳以上）人口



28 

 

 

 

第６章 介護支援ボランティア 10周年記念式典 

１ 10周年記念式典の開催目的 

  平成 19年度にモデル事業として開始した介護支援ボランティア制度が、ボラ

ンティア活動者や受入機関の理解と協力のもとで地域に根付き、平成 29年度に

10 周年を迎えることを記念するとともに、地域貢献及び介護予防の促進に対す

る協力への感謝の意を表する機会として式典を実施する。 

 

２ 介護支援ボランティア 10周年記念式典の開催次第 

介護支援ボランティア 10周年記念式典の開催 次第 

日 時：平成 29年 11月７日（火）14時～16時 

場 所：中央文化センターホール  

 

開 会 

 

次 第 

 １ 稲城市長 挨拶 

 

 ２ 稲城市社会福祉協議会 会長挨拶 

 

  ３ 感謝状贈呈 

・ １０年連続５０００ポイント獲得者 

・ 長寿活動者 

・ 受入機関 

 

  ４ 講演（講演者：副市長 石田光広） 

「介護支援ボランティア制度のねらい」 

 

  ５ みんなで介護予防体操！（協力：東京ヴェルディ） 

 

  ６ 受入機関 活動報告会 
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３ 実施団体等 

共催：稲城市 稲城市社会福祉協議会 

協力：東京ヴェルディ 

来場者数：２０４名 

 

４ 周知方法 

①平成 29年８月下旬に、前年度の「介護支援ボランティア手帳」を活動者へ返

却する際、記念式典の案内チラシを同封 

②平成 29年 10月中旬に、活動者へ式典の招待状を発送 

③「広報いなぎ」平成 29年 11月１日号に式典及び懸垂幕の記事を掲載 

④メール配信 等 

 

５ 懸垂幕・記念品等について 

 新懸垂幕の作製 

制度の普及用として作製している懸垂幕について、経年劣化が著しいため、

制度施行 10 周年に伴い新しく作製した。懸垂幕に書かれるフレーズについ

ては、平成 28 年２月に実施した介護支援ボランティア対象のアンケートに

より募集し、受入機関からの投票により決定した。（費用：２１０，６００

円） 

○新フレーズ「自分のため 人のため 稲城市介護支援ボランティア」 

 

 １０周年の記念品として、介護支援ボランティア手帳カバーを７００個製作

した。デザインは有志の市職員が担当。（費用：２６４，６００円） 

招待状を式典当日持参してもらい、記念品の手帳カバーと交換した。 

【記念品手帳カバー】 

 活動写真動画放映 

市で保管している活動写真に加え、受入機関から新たに収集した写真をまと

めた動画を作成し、市役所１階ロビー（平成 29 年 11 月１日（水）～８日

（水））と記念式典会場にて放映した。 
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６ 当日の様子 

長寿活動者                                    副市長による公演 

 

介護予防体操 
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参 考 資 料 



32 

 

 

 

  稲城市介護支援ボランティア制度実施要綱 

（平成 19年 7月 9日市長決裁） 

 

 

 （目的） 

第１条 この要綱は、介護保険法(平成９年法律第 123号)第 115 条の 45第１項

に規定する介護予防事業として、高齢者が介護支援ボランティア活動を通し

て地域貢献することを奨励及び支援し、高齢者自身の社会参加活動を通した

介護予防を推進するため、市民の共同連帯の理念に基づき、稲城市介護支援ボ

ランティア制度（以下「介護支援ボランティア制度」という。）を設け、もっ

て生き生きとした地域社会をつくることを目的とする。 

 （基本方針） 

第２条 介護支援ボランティア制度は、高齢者がボランティア精神を尊重し、地

域において高齢者自らの介護予防を推進するように配慮した運営がなされな

ければならない。 

２ 介護支援ボランティア制度の実施に当たっては、個人情報保護に留意しな

ければならない。 

３ 介護支援ボランティア制度の運営に当たっては、次の効果を上げることが

できるよう配慮しなければならない。 

 (1) 地域ケアの推進に不可欠な住民参加に関する認識が高まること。 

 (2) 社会参加活動等に参加する元気な高齢者が増加すること。 

 (3) 要介護高齢者等に対する介護支援ボランティア活動に関心が高まるこ

と。 

 (4) 介護給付費等の抑制につながること。 

 （介護支援ボランティア制度） 

第３条 介護支援ボランティア制度は、高齢者が行った介護支援ボランティア

活動の実績を評価したうえで評価ポイントを付与し、当該高齢者の申出によ

り、当該評価ポイントを換金した介護支援ボランティア評価ポイント転換交

付金を交付するものとする。 

２ 介護支援ボランティアの対象となる高齢者は、稲城市における介護保険第

１号被保険者とする。 

３ 介護支援ボランティアの対象となる事業及び活動は、市長が指定するもの

とする。 

４ 介護支援ボランティアは、第５条第１項の指定を受けた介護支援ボランテ

ィア受入機関等で介護支援ボランティア活動を行うものとする。 

 （管理機関） 

第４条 介護支援ボランティアの登録、介護支援ボランティア手帳の交付、介護

支援ボランティア評価ポイントの付与及び管理並びに介護支援ボランティア

評価ポイント基金管理は、介護支援ボランティア管理機関（以下「管理機関」

という。）が行うものとする。 
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 （介護支援ボランティア受入機関等） 

第５条 介護支援ボランティア受入機関等（以下「受入機関等」という。）は、

あらかじめ第３条第３項に規定する介護支援ボランティアの対象となる事業

及び活動について、市長から指定を受けなければならない。 

２ 受入機関等が前項の指定を受けようとするときは、「稲城市介護支援ボラン

ティア（事業・活動）指定申請書」（様式第１号）により市長へ申請しなけれ

ばならない。 

３ 市長は、前項の申請に基づき指定し、又は却下したときは、稲城市介護支援

ボランティア（事業・活動）指定・却下決定通知書（様式第２号）により申請

者に通知するものとする。 

４ 市長は、既に指定を受けていた介護支援ボランティアの対象となる事業及

び活動について、その指定を取り消したときは、稲城市介護支援ボランティア

（事業・活動）指定取消決定通知書（様式第３号）により指定を受けていた者

に通知するものとする。 

５ 受入機関等は、介護支援ボランティアが活動を行った場合は、当該活動時間

等に応じ、回数を単位として評価するものとする。 

６ 受入機関等は、介護支援ボランティア活動を１時間につき１回として評価

するものとする。ただし、介護支援ボランティア活動を１日において２時間以

上行った場合又は２か所以上で行った場合については、当該活動を２回まで

として評価するものとする。 

７ 評価の方法は、介護支援ボランティア手帳に活動確認スタンプを押印する

ことによって行うものとする。 

８ 前項に規定する活動確認スタンプの様式は、管理機関が別に定める。 

 （介護支援ボランティア活動実績の把握） 

第６条 介護支援ボランティア活動を行おうとする者は、介護支援ボランティ

ア登録申請書を管理機関に提出するものとする。 

２ 管理機関は、介護支援ボランティアに対し、介護支援ボランティア手帳を交

付するものとする。 

３ 介護支援ボランティア登録申請書及び介護支援ボランティア手帳の様式は、

管理機関が別に定める。 

４ 管理機関は、前年度の活動実績について、介護支援ボランティア手帳に押印

されたスタンプの数に応じて評価ポイントを付与することができる。 

５ 管理機関は、前項の規定により評価ポイントの付与を行ったときは、介護支

援ボランティア手帳に介護支援ボランティア活動評価ポイント付与認証印を

押印するものとする。 

６ 介護支援ボランティア活動評価ポイント付与認証印の様式は、管理機関が

別に定める。 
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 （評価ポイント） 

第７条 評価ポイントの付与基準は次のとおりとする。 

活動実績 付与する評価ポイント 

10回から 19回まで 1,000ポイント 

20回から 29回まで 2,000ポイント 

30回から 39回まで 3,000ポイント 

40回から 49回まで 4,000ポイント 

50回以上 5,000ポイント 

 

２ 活動実績及び評価ポイントは、第三者へ譲渡することはできない。 

３ 管理機関は、介護支援ボランティアに付与した評価ポイント数、活用ポイン

ト数及び差し引き残高ポイント数について、当該付与の日から介護支援ボラ

ンティア制度の廃止の日後２年を経過する日まで、継続的に管理するものと

する。 

 （評価ポイント転換交付金） 

第８条 評価ポイントを活用して評価ポイント転換交付金の交付を受けようと

する者は、介護支援ボランティア評価ポイント活用申出書（様式第４号）に介

護支援ボランティア手帳を添えて、市長に提出しなければならない。 

２ 介護支援ボランティアの介護保険料にかかる未納又は滞納がある場合は、

当該評価ポイント転換交付金は交付しないものとする。 

３ 市長は、第１項の申出があった場合において、当該介護支援ボランティアに

介護保険料に係る未納又は滞納が無いときは、介護支援ボランティア活動評

価ポイント活用申出伝達書（様式第５号）に介護支援ボランティア手帳を添付

のうえ、管理機関へ伝達するものとする。 

４ 管理機関は、前項に規定する伝達に基づき、当該評価ポイント活用の申出者

の蓄積した評価ポイントを換金し、年度ごとに 5,000 円を限度として、評価

ポイント活用の申出者に対して介護支援ボランティア評価ポイント転換交付

金を交付するものとする。このとき管理機関は、「介護支援ボランティア評価

ポイント転換交付金交付決定通知書」を当該評価ポイント活用の申出者へ通

知する。 

５ 前項の介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金交付決定通知書の様

式は、管理機関が別に定める。 

６ 介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金の算定基準は、次のとおり

とする。 

評価ポイント 
介護支援ボランティア評価ポイ

ント転換交付金 

1,000ポイント 1,000 円 

2,000ポイント 2,000 円 

3,000ポイント 3,000 円 

4,000ポイント 4,000 円 

5,000ポイント 5,000 円 
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 （地域支援事業交付金の活用） 

第９条 管理機関は、市が交付する地域支援事業交付金を介護支援ボランティ

ア評価ポイント転換交付金に充てるものとする。 

 （事業の委託） 

第１０条 市は、介護支援ボランティア事業の実施に当たって、必要な事務を管

理機関へ委託することができる。 

 （委任） 

第１１条 この要綱に規定するもののほか、介護支援ボランティア制度実施に

関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

   付 則 

 （施行期日）  

第１条 この要綱は、平成 19年９月１日から施行する。 

 （準備行為） 

第２条 介護支援ボランティア制度の施行に関し必要な行為は、施行日前にお

いても行うことができる。 

   付 則 

 この要綱は、平成 22年３月 31日から施行する。ただし、第１条の規定は、平

成 21年５月１日から適用する。 

付 則 

 この要綱は、平成 24年４月１日から施行する。 
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様式第１号（第５条第２項関係） 

  年  月  日 

 

 稲城市長殿 

 

                   申請者 

                    住所 

                    団体名 

                    代表者        印 

                    電話 

 

稲城市介護支援ボランティア（事業・活動）指定申請書 

 

 稲城市介護支援ボランティアの対象として指定を受けたいので、稲城市介護

支援ボランティア制度実施要綱第５条第２項の規定に基づき申請します。 

 

記 

 

事業名  

 

 

活動内容 

 

 

 

活動場所  

活動人数          人（うち 65歳以上   人） 
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様式第２号（第５条第３項関係） 

  年  月  日 

 

  団体名 

  代表者        殿  

 

                     稲城市長       

 

稲城市介護支援ボランティア（事業・活動）指定・却下決定通知書 

 

     年  月  日付で申請のあった稲城市介護支援ボランティア（事

業・活動）指定申請については、下記のとおりとしたので通知します。 

 

記 

１ 以下のとおり指定する。 
指定年月日  

指定番号  

事業名  

 

 

活動内容 

 

 

 

活動場所  

活動人数          人（うち 65歳以上   人） 

 

２ 次の理由により却下する。 

却下理由 

 

 

 

 



38 

 

 

 

様式第３号（第５条第４項関係） 

    年  月  日 

 

  団体名 

  代表者        殿  

 

                     稲城市長       

 

稲城市介護支援ボランティア（事業・活動）指定取消決定通知書 

 

 下記の稲城市介護支援ボランティア（事業・活動）については、下記のとおり

指定を取り消す 

 

記 
 

取消年月日  
指定年月日  

指定番号  

事業名  

 

 

活動内容 

 

 

 

活動場所  

活動人数          人（うち 65歳以上   人） 

 

取消理由 
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様式第４号（第８条第１項関係） 

  年  月  日 

 

 稲城市長殿 

 

                   申出者 

                    住所 

                    氏名         印 

                    電話  

 

介護支援ボランティア活動評価ポイント活用申出書 

 

 私は、下記のとおり介護支援ボランティア手帳を添えて介護支援ボランティ

ア評価ポイントの活用を申し出ます。 

 

記 

 

被保険者番号  

氏  名  

蓄積評価ポイント数           ポイント 

活用希望ポイント数           ポイント 

差し引き残高ポイント数           ポイント 

 

   ※振り込み依頼先口座 

 銀行・信金 

信組・農協 

 本店・支店 

出張所 

預金の種類 1.普通 2当座  口座番号  

 

口座名義人 
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様式第５号（第８条第３項関係） 

  年  月  日 

 

 管理機関 殿 

 

                     稲城市長       

 

介護支援ボランティア活動評価ポイント活用申出伝達書 

 

 下記のとおり介護支援ボランティア活動評価ポイント活用の申出があり、当

該申出者に介護保険料の未納又は滞納が無いことを確認したので、介護支援ボ

ランティア手帳を添えて伝達します。 

 

記 

 

被保険者番号  

氏  名  

蓄積評価ポイント数           ポイント 

活用希望ポイント数           ポイント 

差し引き残高ポイント数           ポイント 

 

 
 

介護保険料の未納又は滞納が無いことの確認欄 

  年  月  日 

 

 申請者について、介護保険料の未納又は滞納がないことを確認いたしました。 

 

                      確認者 氏名      印 
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介護支援ボランティア視察受入状況（２９報告書用 視察受入状況：平成１９

年７月以降～平成３０年３月末までのもの） 
  日付 訪問団体 職種 人数 

1 19.07.19 青森県八戸市   職員 3 

2 19.08.23 大阪府茨木市   議員 3 

3 19.08.28 愛知県稲沢市   職員 3 

4 19.08.30 愛知県豊橋市   職員 4 

5 19.08.31 東京都世田谷区   職員 2 

6 19.09.21 岡山県     職員 1 

7 19.10.03 鳥取県米子市   議員 9 

8 19.10.04 福岡県介護保険広域連合 職員 2 

9 19.10.11 大阪府柏原市   議員 3 

10 19.10.12 熊本県人吉市   議員 10 

11 19.10.15 三重県桑名市   議員 3 

12 19.10.18 神奈川県南足柄市   職員 5 

13 19.10.24 岐阜県多治見市   議員 8 

14 19.10.24 福島県喜多方市   職員 1 

15 19.10.25 新潟県燕市   議員 9 

16 19.10.31 沖縄県宜野湾市   議員 10 

17 19.11.01 東京都調布市   議員 1 

18 19.11.05 愛媛県八幡浜市   議員 9 

19 19.11.07 岡山県岡山市   議員 14 

20 19.11.13 愛知県刈谷市   議員 2 

21 19.11.14 愛知県一宮市   議員 12 

22 19.11.16 民主党東京都第 22区総支部 議員 18 

23 19.11.19 東京都清瀬市   議員 1 

24 19.11.19 神奈川県横浜市   職員 2 

25 19.11.20 岡山県井原市   職員 2 

26 19.11.22 福島県郡山市   職員 1 

27 19.12.20 大分県別府市   議員 1 

28 20.01.24 京都府宇治市   議員 12 

29 20.01.31 静岡県伊東市   議員 1 

30 20.02.05 新潟県三条市   議員 5 

31 20.02.06 香川県観音寺市   議員 2 

32 20.02.13 大阪府吹田市   議員 11 

33 20.02.14 兵庫県西宮市   議員 1 

34 20.02.14 福岡県福岡市   議員 1 

35 20.02.20 東京都     職員 3 

36 20.02.25 東京都八王子市   職員 3 

37 20.03.06 山口県下関市   職員 2 

38 20.05.09 神奈川県藤沢市   職員 9 

39 20.05.12 東京都東久留米市   議員 2 

40 20.05.15 鹿児島県奄美市   議員 8 



50 

 

 

 

41 20.05.21 富山県小矢部市   議員 6 

42 20.05.22 群馬県太田市   議員 4 

43 20.05.29 厚生労働省（東京都）   職員 10 

44 20.06.13 愛知県春日井市   職員 2 

45 20.06.30 東京都清瀬市   職員 4 

46 20.07.01 公明党高齢者ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄＰＴ 議員 6 

47 20.07.04 香川県東かがわ市   議員 7 

48 20.07.09 静岡県牧之原市   職員 6 

49 20.07.10 岩手県北上市   議員 9 

50 20.07.25 厚生労働省（東京都）   職員 1 

51 20.07.28 神奈川県横須賀市   職員 2 

52 20.07.29 奈良県香芝市   議員 3 

53 20.07.30 千葉県印西市   議員職員 7 

54 20.07.31 鹿児島県霧島市   職員 4 

55 20.07.31 鹿児島県     職員 2 

56 20.08.04 岐阜県羽島市   議員 10 

57 20.08.18 東京都新宿区   議員 2 

58 20.08.18 愛知県北名古屋市   議員 6 

59 20.08.20 岐阜県関市   議員 10 

60 20.08.22 宮崎県議会   議員 13 

61 20.08.25 群馬県邑楽郡明和町   職員 2 

62 20.08.25 山梨県甲府市   職員 3 

63 20.08.25 静岡県磐田市   職員 3 

64 20.09.09 静岡県掛川市   職員 2 

65 20.09.30 青森県三戸郡五戸町   議員 8 

66 20.10.02 静岡県掛川市   議員 11 

67 20.10.06 北海道余市町   議員 7 

68 20.10.07 千葉県浦安市   職員市民 12 

69 20.10.15 広島県福山市   職員 4 

70 20.10.20 愛知県尾張旭市   職員 3 

71 20.10.22 北海道帯広市   職員 2 

72 20.10.23 岩手県盛岡地区福祉連絡協議会 職員 12 

73 20.10.31 岐阜県可児市   議員 8 

74 20.10.31 千葉県流山市   職員 2 

75 20.11.13 埼玉県比企郡鳩山町   議員町長 15 

76 20.11.13 北海道苫小牧市   職員 1 

77 20.11.17 東京都立川市   議員 2 

78 20.11.18 東京都板橋区   議員 2 

79 20.11.18 千葉県成田市   議員 1 

80 20.11.18 千葉県香取市   議員 2 

81 20.11.26 鳥取県鳥取市   議員 8 

82 20.11.28 山形県天童市   職員 2 

83 21.01.14 長野県上伊那地方事務所 職員 1 

84 21.01.26 長野県千曲市   議員 6 

85 21.02.02 長野県長野市   議員 2 



51 

 

 

 

86 21.02.03 愛知県東浦町   議員 2 

87 21.02.03 愛知県阿久比町   議員 1 

88 21.02.04 東京都杉並区   議員 1 

89 21.02.06 岩手県八幡平市   議員 6 

90 21.02.10 京都府久御山町   議員 2 

91 21.02.10 京都府精華町   議員 2 

92 21.02.16 和歌山県九度山町   議員 11 

93 21.02.19 兵庫県加古郡稲美町   議員 3 

94 21.02.20 沖縄県宜野湾市   職員 2 

95 21.02.25 熊本県水俣市   職員市民 4 

96 21.02.26 千葉県多古町   民生委員 31 

97 21.04.03 大阪府交野市   議員 1 

98 21.04.17 鹿児島県鹿児島市   議員 1 

99 21.04.22 東京都調布市   職員 3 

100 21.04.30 千葉県我孫子市   議員 3 

101 21.05.12 埼玉県新座市   議員 4 

102 21.05.20 北海道苫小牧市   議員 2 

103 21.05.21 大阪府大阪狭山市   議員 2 

104 21.06.11 山口県山陽小野田市   社協職員 1 

105 21.07.03 秋田県鹿角市   議員 5 

106 21.07.15 静岡県袋井市   職員・社協職員 2・社協 1 

107 21.07.30 埼玉県     職員 3 

108 21.080.3 山口県周南市   議員 5 

109 21.08.05 神奈川県相模原市   職員 5 

110 21.08.06 茨城県土浦市   職員 4 

111 21.08.31 三重県桑名市   職員 5 

112 21.09.04 埼玉県川口市   職員 2 

113 21.10.05 香川県高松市   議員 13(他随 2) 

114 21.10.07 鹿児島県薩摩川内市   議員 9(他随 1) 

115 21.10.09 佐賀県佐賀市   職員 1 

116 21.10.14 京都府八幡市   議員 7(他随 2) 

117 21.10.16 滋賀県彦根市   議員 4(他随 2) 

118 21.10.23 東京都北区   議員 2 

119 21.10.27 兵庫県加古川市   議員 8(他随 1) 

120 21.10.28 滋賀県草津市   議員 8(他随 2) 

121 21.11.05 沖縄県浦添市   議員 8(他随 1) 

122 21.11.06 福岡県北九州市   議員 2 

123 21.11.11 山口県下松市   議員 7(他随 1) 

124 21.11.16 広島県安芸郡府中町   議員 6(他随 2) 

125 21.11.16 山梨県富士吉田市   職員 8 

126 21.11.17 新潟県柏崎市   議員 7(他随 2) 

127 21.11.20 愛知県江南市   議員 1 

128 21.11.20 静岡県焼津市   職員 2 

129 21.12.10 秋田県大曲仙北広域市町村県組合 職員 9 

130 22.01.22 愛媛県新居浜市   議員 1 
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131 22.01.27 山形県三川町   議員 6 

132 22.01.28 愛知県小牧市   議員 3 

133 22.02.01 京都府長岡京市   議員 3 

134 22.02.10 福島県郡山市介護保険運営協議会 委員 8（他随 2） 

135 22.02.16 神奈川県大和市   職員 2 

136 22.02.22 宮城県柴田町   職員 2 

137 22.03.30 北海道旭川市   議員 1 

138 22.04.16 広島県東広島市   議員 2 

139 22.04.20 島根県浜田市   議員 9(他随 1) 

140 22.04.27 埼玉県所沢市   議員 3 

141 22.05.11 岩手県盛岡市   議員 11(他随 3) 

142 22.05.12 滋賀県長浜市   議員 2 

143 22.05.12 愛知県刈谷市   議員 2 

144 22.05.14 埼玉県伊奈町   議員 8 

145 22.05.18 山梨県北杜市   職員・社協職員 計 10 

146 22.05.19 沖縄県石垣市   議員 7(他随 1) 

147 22.05.27 埼玉県鳩山町   職員・社協職員 2・社協 2 

148 22.07.15 愛知県豊川市   議員 11(他随 2) 

149 22.07.21 滋賀県守山市   職員 7 

150 22.07.26 静岡県島田市   職員・社協職員 3・社協 1 

151 22.07.27 宮城県岩沼市   議員 3 

152 22.07.28 広島県安芸高田市   職員・社協職員 1・社協 1 

153 22.07.28 愛媛県新居浜市   議員 7(他随 2) 

154 22.07.30 埼玉県さいたま市   市長・職員 5 

155 22.08.02 京都府八幡市   議員 2 

156 22.08.02 京都府木津川市   議員 1 

157 22.08.02 京都府京田辺市   議員 2 

158 22.08.04 奈良県葛城市   議員 6(他随 2) 

159 22.08.05 長崎県長崎市   議員 1 

160 22.08.05 青森県八戸市   職員 1 

161 22.08.10 神奈川県平塚市   職員 2 

162 22.08.18 岐阜県各務原市   議員 3 

163 22.08.19 山形県河北町   議員 8(他随 3) 

164 22.08.20 埼玉県越谷市   職員・社協職員 4・社協 4 

165 22.10.18 福岡県大牟田市   議員 5 

166 22.11.01 長崎県大村市   議員 5(他随 1) 

167 22.11.04 埼玉県越谷市   議員 1 

168 22.11.04 宮崎県宮崎市   職員 1 

169 22.11.05 東京都国分寺市   職員 3 

170 22.11.12 滋賀県近江八幡市   議員 10(他随 3) 

171 22.11.15 埼玉県吉川市   職員・社協職員 3・社協 2 

172 22.11.16 岐阜県垂井町   議員 6(他随 3) 

173 22.11.18 滋賀県大津市   議員 11 

174 22.11.19 愛知県豊田市   職員 1 

175 22.11.24 岩手県釜石市   議員 2 
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176 22.11.24 岩手県花巻市   議員 1 

177 22.12.02 北海道幕別町   職員 2 

178 22.12.09 岩手県     職員 2 

179 22.12.22 高知県高知市   職員 3 

180 22.12.24 埼玉県新座市   
職員・社協職員 

社福職員 2・社協 1・社福 2 

181 23.01.19 沖縄県沖縄市   議員 7(他随 1) 

182 23.01.27 広島県尾道市   議員 1 

183 23.01.27 兵庫県姫路市   職員 2 

184 23.02.09 福島県いわき市   職員 2 

185 23.02.09 岐阜県美濃加茂市   議員 12 

186 23.06.07 宮崎県宮崎市   議員 6 

187 23.07.04 北海道札幌市   議員 5 

188 23.07.05 大阪府豊中市   議員 9(他随 1) 

189 23.07.06 静岡県藤枝市   職員 3 

190 23.08.04 静岡県浜松市   職員 2 

191 23.08.04 鹿児島県西之表市   職員 4(他県職員 1) 

192 23.08.05 福岡県北九州市   職員 2 

193 23.08.08 京都府城陽市   議員 7(他随 1) 

194 23.08.10 広島県呉市   議員 9(他随 2) 

195 23.08.24 鳥取県鳥取市   職員 2 

196 23.09.06 東京都多摩市   職員 2 

197 23.09.08 高知県     職員 2 

198 23.10.04 島根県松江市   議員 8(他随 1) 

199 23.10.07 長野県千曲市   議員 8(他随 1) 

200 23.10.07 大阪府豊中市   職員 2 

201 23.10.11 愛知県豊川市   議員 3 

202 23.10.13 石川県七尾市   議員 8(他随 1) 

203 23.10.12 岡山県新見市   議員 7(他随 2) 

204 23.10.19 新潟県燕市   議員 7(他随 1) 

205 23.11.01 埼玉県戸田市   議員 6(他随 1) 

206 23.11.09 滋賀県長浜市   職員 4 

207 23.11.10 北海道大雪地区広域連合 職員 5 

208 23.11.14 東京都三鷹市   議員 7(他随 2) 

209 23.12.20 群馬県伊勢崎市   議員 3 

210 23.12.22 愛知県半田市   議員 1 

211 24.02.07 兵庫県三木市   議員 3 

212 24.02.08 大分県中津市   議員 7 

213 24.02.16 愛知県豊田市   議員 1 

214 24.02.20 鳥取県倉吉市   議員 8 

215 24.02.21 栃木県足利市   議員 3 

216 24.03.08 福岡県古賀市   職員 1 

217 24.05.08 千葉県八街市   議員 14(他随 2) 

218 24.05.10 高知県高知市   議員 2 

219 24.05.16 東京都調布市   議員 1 
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220 24.05.21 新潟県胎内市   議員 6(他随 1) 

221 24.05.28 愛知県春日井市   議員 2 

222 24.07.05 神奈川県伊勢原市   議員 7(他随 1) 

223 24.07.10 佐賀県伊万里市   議員 8(他随 1) 

224 24.07.13 神奈川県小田原市   職員 1 

225 24.07.19 北海道芽室町   職員 4 

226 24.07.19 北海道豊富町   職員 3 

227 24.07.23 兵庫県尼崎市   議員 4 

228 24.07.26 長野県長野市   議員 5 

229 24.07.30 秋田県横手市   議員 1 

230 24.08.10 大阪府摂津市   議員 6(他随 2) 

231 24.10.01 愛知県日進市  議員 1 

232 24.10.04 京都府福知山市  議員 6(他随 1) 

233 24.10.19 富山県魚津市   議員 6(他随 2) 

234 24.10.23 長野県坂城町・飯綱町・飯山市  議員 3 

235 24.11.07 山形県東根市   議員 4 

236 24.11.16 愛知県日進市   議員 3 

237 24.12.12 長崎県大村市   職員 1 

238 25.01.23 山形県鶴岡市   議員 3 

239 25.01.25 愛知県蒲郡市   議員 3 

240 25.01.30 茨城県牛久市   議員 6(他随 1) 

241 25.02.07 岩手県盛岡市   議員 2 

242 25.02.15 北海道恵庭市   職員 1 

243 25.04.23 滋賀県大津市   議員 5 

244 25.07.10 愛媛県新居浜市   議員 7(他随 2) 

245 25.07.16 愛媛県西予市   議員 6(他随 3) 

246 25.07.24 滋賀県野洲市   職員 3 

247 25.07.25 千葉県香取市   議員 8(他随 2) 

248 25.07.26 愛知県津島市   議員 6(他随 2) 

249 25.08.09 富山県南砺市   議員 9 

250 25.10.07 愛知県一宮市   議員 9(他随 4) 

251 25.10.08 大分県日田氏   議員 6(他随 2) 

252 25.10.01 茨城県つくば市   職員 7 

253 25.11.13 石川県小松市   議員 6(他随 1) 

254 25.11.08 埼玉県神川町   議員 12(他随 1) 

255 25.10.23 福岡県みやま市   議員 6(他随 1) 

256 25.10.21 高知県土佐市   議員 8(他随 1) 

257 25.10.10 福井県敦賀市   議員 7(他随 1) 

258 25.10.30 山口県下関市   議員 1(他随 1) 

259 25.10.22 熊本県合志市   職員 2 

260 25.11.11 

千葉県 

市川市、鎌ヶ谷市、浦安市  議員 3 

261 25.10.23 福岡県みやま市   議員 5(他随 1) 

262 25.11.13 石川県小松市   議員 6(他随 1) 

263 25.11.19 佐賀県伊万里市   議員 4 
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264 25.10.24 愛知県安城市   職員 1 

265 25.11.07 愛知県長久手市   職員 6 

266 26.02.06 新潟市社会福祉協議会  職員 4 

267 26.05.21 埼玉県児玉郡神川町  職員 7～8 

268 26.06.16 日本テレビ  職員 2 

269 26.07.04 石川県健康福祉部（講師登壇）  職員 80 

270 26.07.22 山口県下松市  議員 11 

271 26.07.25 吉祥寺西地域福祉活動推進協

議会 

 職員 25 

272 26.07.25 北海道音更町地域包括支援センタ

ー 
 職員 2 

273 26.07.31 宮城県女川町  議員 9 

274 26.08.01 長野県中野市  議員 6（他随 1） 

275 26.08.05 （株）道銀地域総合研究所  職員 2 

276 26.08.08 山口県光市  職員 4 

277 26.08.29 神奈川県藤沢市  議員 1 

278 26.09.29 山口大学大学院  学生 1 

279 26.10.07 北海道釧路郡釧路町  職員 2 

280 26.10.07 沖縄県糸満市  議員 5 

281 26.10.09 佐賀県鳥栖市  職員 2 

282 26.10.09 宮城県利府町  議員 8 

283 26.10.15 富山県砺波市  議員 8 

284 26.10.27 三重県伊勢市  議員 4 

285 26.11.05 長野県東御市  職員 7 

286 26.12. 青森県西津軽郡鯵ヶ沢町  職員  

287 27.01.20 広島県府中市  議員 8 

288 27.02.19 千葉県長生村社会福祉協議会  職員 30 

289 27.02.03 滋賀県草津市草津未来研究所  職員 1 

290 27.02.20 三重県伊勢市  職員 4 

291 27.03.10 北海道足寄郡足寄町  職員 3 

292 27.06.08 東京都武蔵野市  職員 3 

293 27.07.17 特別区協議会  職員 4 

294 27.07.23 広島県福山市  議員 10（他隋 2） 

295 27.08.20 慶応義塾大学  学生 1 

296 27.09.08 日経ＢＰクリーンテック研究所  職員 12 

297 27.10.07 千葉県富里市  議員 9（他隋 3） 

298 27.10.21 北海道幕別町  議員 7（他隋 2） 

299 27.10.28 北海道長沼町  議員 9 

300 27.10.30 愛知県半田市  議員 7（他隋 2） 

301 27.11.11 福岡県春日市  議員 6（他隋 1） 

302 27.11.17 新潟県湯沢町  議員 9（他隋 2） 

303 28.01.14 北海道帯広市  職員 5 

304 28.02.10 岡山県早島町  議員 10（他隋 1） 

305 28.4.28 厚生労働省  職員 3 

306 28.5.12 福岡県志免町  議員 9 
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307 28.5.19 北海道美幌町  議員 8 

308 
28.6.21 

株式会社リクルート住まいカンパ

ニー 

 

社員   

309 28.6.28 厚生労働省  職員 4 

310 28.6.29 岩手県奥州市  職員 4 

311 28.7.20 石川県白山市  議員 9 

312 28.7.7 新潟県燕市  議員 10 

313 28.8.10 福島県須賀川市  職員 2 

314 28.9.12 京都大学財政研  学生 18 

315 28.10.19 登別市社会福祉協議会  職員 3 

316 28.10.24 熊本県菊池市  議員 8 

317 28.10.6 岐阜県垂井町  職員 4 

318 28.11.1 愛知県大府市  議員 8 

319 28.11.16 長野県宮田村  議員 6 

320 28.11.22 宮崎県木城町  議員 7 

321 28.11.9 岡山県玉野市  議員 10 

322 28.12.20 東京都中野区  議員 5 

323 29.1.27 岩手県釜石市  議員 2 

324 29.1.30 宮崎県えびの市  議員 7 

325 29.2.7 富山テレビ  社員   

326 29.6.1 岩沼市民生児童委員  委員 36 

※網掛けは職種が議員の団体 
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